
第一期中津川市こども計画に基づく令和７年度の取り組み 

 

基本目標１ すべてのライフステージに、切れ目ないサポートとワクワクを！ 

（母とこどもの健康の確保） 

■妊婦に対する遠方の産科医療機関への交通費等の支援事業 健康課 

・遠方の産科医療機関で健診･出産する必要がある妊婦の交通費及び宿泊費の助成開始。 

■産後ケア 健康課 

  ・出産後、育児や体調に不安や悩みを持つお母さんが、安心して子育てができるよう

心身のケアと育児相談を行います。 

■1か月児健診費用の助成開始 健康課 

 

（就学前教育・保育・子育て支援の体制確保） 

■子育て支援センターの運営 こども家庭課 

・市内７か所で子育て親子が自由に利用できる交流の場として、子育てに関する悩み相談や、

情報提供を行います。ひと・まちテラス子育て支援センターでは、令和６年度に拡充した子

育て相談や一時預かり体制を継続します。 

■統合園の大規模改修 幼児教育課 

・令和８年４月に福岡地区 3保育園（下野・福岡・高山）を統合し、「福岡こども園」として開園

するための大規模改修を行います。また、令和８年４月に一色保育園、令和９年４月には

北野保育園と統合予定となっている中津川保育園に必要な整備を行います。 

 

（生きる力を育む園・学校教育の充実） 

■GIGAスクール構想に基づくタブレット端末の更新 教育総務課 

・令和２年度に調達した児童・生徒端末（約 6,000台）の更新 

■特別教室エアコン設置 教育施設課 

 ・小・中学校の特別教室にエアコンを設置（令和７年度～令和８年度） 

■坂本学校給食共同調理場の建設 教育施設課 

■学校規模適正化推進事業 教育施設課 

・落合小学校と神坂小学校、落合中学校と神坂中学校の令和８年４月統合に向け、統合 校

となる落合小・中学校の修繕及び備品の購入等を実施します。※校舎改修工事は令和６

年度補正予算にて実施します。 

 

（いじめや不登校への対応） 

■校内教育支援センターの整備 学校教育課・教育総務課・教育施設課 

・不登校対策として校内教育支援センターを 希望するすべての学校に設置します。 

  



 

 

 

基本目標２ どんな困難も乗り越え、未来への道をひらく支えを！ 

（一体的な相談支援体制の推進） 

■こども家庭センターの運営 こども家庭課 

  ・すべての子育て世帯に対する包括的な支援体制の中心として「こども家庭センター」を運営

し、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援やひとり親家庭、ヤングケアラーなど困難

な状況にある子育て世帯やこどもへの支援を行います。 

 

基本目標３ 子育てをする人に、笑顔とゆとりと喜びを！ 

（子育てや教育に関する経済的負担と心の負担の軽減 

■幼稚園・保育園・こども園の３歳以上児の給食費無償化 学校教育課・幼児教育課 

■学校給食等の食材高騰に対する支援 学校教育課・幼児教育課 

  ・学校給食等の給食賄材料費の 物価高騰分(19％程度)を公費で負担します。 

■18歳までの医療費の助成 社会福祉課 

・令和６年度に対象年齢を 18歳までに拡充した、子ども医療費助成事業を継続します。 

 

（安心してこどもを預けられる環境整備の推進） 

■病児保育所の運営委託 こども家庭課 

 ・病気や回復期のこどもを看護師や保育士が病児保育所でお預かりし、保護者の就労等を

支援します。 

■こどもファミリー・サポート・センター事業の運営委託 こども家庭課 

 ・子育てのお手伝いをしてほしい人と、お手伝いができる人からなる地域で子育てを支えあ

う会員組織の事務局運営を行い、子育て家庭への支援を行います。 

■放課後児童クラブ 26か所、季節児童クラブの運営 教育総務課 

 ・保護者会への運営委託 

 

基本目標４ まち全体で力を合わせ、こどもを育む環境づくりを！ 

（地域社会でこども・若者を支えていく仕組みづくり） 

■児童館（４館）の指定管理による運営 こども家庭課 

 ・児童に健全な遊びを与え、その健康を増進し情操を豊かにすることを目的に運営します。 
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